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巻頭言
多国先生の御退職に寄せて
南山大学法務研究科(法科大学院)教授の多田元先生には， 2012年3月31
自をもって南山大学を御退職となられます。多田先生は，南山法科大学説設
置以来の実務家教員として，法曹を目指す学生を熱心に指導・教育されただ
けでなく，われわれ同僚の教員も先生から多くの教えぞいただきました。ま
だまだ働き盛りの多田先生の御退職は，南山法科大学説として非常に残念な
ことですが，在職年齢の上限を迎えたという事実は如何ともしがたいものが
あります。ここに， 8年間の御尽力に対する心からの感謝とともに，法学
部・法科大学読の開僚としてのお別れを申し上げる次第です。
南山法科大学院の設置に当たっては，南山大学の教育モットーである「人
間の尊厳のために」を具体化することが法科大学院設置の理念に適うことか
ら，計画の早い段階で， ["医療」と「子どもJ~中核とする科目群を設置
し， i菊山法科大学院の特徴とすることで合意ができていました。当時，子ど
もの問題に関わる人で多田弁護士を知らない人はなし大学執行部の一員と
して法科大学説設置に当たっていた私も，少年法を研究領域のひとつとして
いることから，子ども・少年に関する領域の実務家教員としては多国先生に
お願いするのが最適だと思っておりました。その一方で，すでに実務家とし
て極めて多忙な先生を教育の場に誘ってよいものかという不安もありまし
た。そこで， ["ダメでもともとjいう思いを持ちながらお誘いしたところ，
こ、快諾いただくことができ，法科大学続設置に選進することができました。
南山法科大学院を志願する受験生には， ["人間の尊厳のためにJの教育
モットーに共感し，社会的な問題に大きな関心を持って，いわゆる社会的弱
者のために働きたいと考えている者が多いという特徴が見られます。そのよ
うな学生の多くは，多田先生の講義や演習，多田弁護士事務所でのエクス
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ターンシップを経験した後，子ども・少年問題を扱う法曹となる決意をさら
に固めるようです。また，当初は子ども・少年問題に関心が薄かった学生の
なかにも，多田先生との出会いを契機として，子ども・少年問題に大きな関
心を持つようになった者が見受けられます。実際， これまで 6聞の新司法
試験における 79名の合格者のうち，多くの者が実務家として子ども・少年
問題に熱心に関わっておりますし， 10名ほどの弁護士は愛知県弁護士会の
「子どもの権利特別委員会」の中核メンバーとして活躍しております。こう
した人々は，多国先生の路線を継いでいく弁護士，さらには多国先生を超え
ていく可能性のある弁護士になることが期待されております。このような実
務家を南山法科大学院で育てていただいたことに心から感謝する次第です。
こうした実績は，研究者教員では真似のできないものであり，まさに実務家
教員としての「冥利に尽きるJものと言えましょう。
光市母子殺害事件の最高裁判決 (2012年2月初日)に象徴されるように，
子どもと少年なめぐる問題は重大な岐路に立たされており，本当の意味での
「少年のため」の活動も試練の時を迎えているように思われます。御退職後
の多田先生には，依然として，実務家としての仕事が山積しているようで
す。今後とも，お元気で，益々御活躍くださいますよう心から祈念しており
ます。それとともに， F-富山法科大学院で、育った実務家をはじめとして，後進
の実務家の育成にさらなるカを発揮していただくよう，お願い申し上げま
す。また，南山法科大学院の今後を見守っていただくとともに，折に触れて
の御指導・御協力を賜れれば幸いに存じます。
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